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一
、
研
究
の
目
的
と
方
法

国
民
の
医
療
や
医
学
界
に
「
十
五
年
戦
争
」
は
ど
の
よ
う
な
歪

み
を
与
え
た
か
を
、
こ
れ
ま
で
「
日
本
医
学
会
総
会
」
、
「
日
本
外

科
学
会
総
会
」
、
「
日
本
内
科
学
会
総
会
」
と
の
関
連
で
検
討
し
て

き
た
。

今
回
の
研
究
は
、
そ
れ
を
「
日
本
民
族
衛
生
学
会
（
協
会
）
」
に

つ
い
て
検
討
し
、
学
会
の
創
設
、
学
会
の
事
業
や
そ
の
学
術
大
会

の
演
題
等
が
ど
の
よ
う
に
戦
争
政
策
に
影
響
を
う
け
て
い
っ
た
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

研
究
の
方
法
は
十
五
年
戦
争
期
に
発
行
さ
れ
た
「
民
族
衛
生
」

誌
や
「
日
本
民
族
衛
生
協
会
学
術
大
会
」
等
の
記
録
を
中
心
に
分

析
し
た
。

二
、
考
察
と
結
論

10

十
五
年
戦
争
と
日
本
民
族
衛
生
学
会

（
協
会
）

莇

昭

①
日
本
民
族
衛
生
学
会
の
発
足
の
経
緯

第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
十
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
は

先
進
諸
国
の
工
業
化
と
階
級
分
化
の
進
行
に
伴
う
人
口
の
減
少
傾

向
、
犯
罪
行
為
の
増
加
等
の
社
会
問
題
と
関
連
し
て
「
社
会
ダ
ー

ウ
ィ
ン
主
義
」
が
浸
透
し
、
各
国
の
「
優
生
運
動
」
が
醸
成
さ
れ

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
優
生
学
実
験
所
の
設
立
、
ド
イ
ツ
で
は
「
民

族
衛
生
学
会
」
の
設
立
、
遺
伝
生
物
学
・
民
族
衛
生
学
研
究
所
の

設
立
、
ア
メ
リ
カ
で
は
断
種
法
の
決
定
や
カ
ー
ネ
ギ
ー
研
究
所
の

「
優
生
記
録
局
」
の
設
立
、
そ
し
て
国
際
優
生
学
連
盟
の
設
立
等
が

そ
れ
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
日
本
優
生

学
協
会
設
立
草
案
が
提
起
（
一
九
二
五
年
）
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
に
永
井
潜
ら
を
中
心
に
日
本
民
族
衛

生
学
会
は
一
九
三
○
年
二
月
に
創
設
さ
れ
、
第
一
回
学
術
大
会

は
翌
一
九
三
一
年
に
開
催
さ
れ
た
（
日
本
医
学
会
の
第
一
三
分
科

今
云
）
Ｏそ

の
設
立
の
主
旨
は
「
生
命
の
根
本
を
浄
化
し
培
養
せ
ん
と
す

る
の
が
吾
が
民
族
衛
生
学
会
の
使
命
」
と
し
、
「
政
治
を
浄
化
し
、

経
済
を
浄
化
し
、
法
律
を
浄
化
し
、
宗
教
を
浄
化
し
、
．
：
…
」
と

さ
れ
た
。
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又
そ
の
理
事
、
評
議
員
に
は
医
師
・
医
学
者
は
勿
論
で
あ
る
が
、

法
律
家
、
陸
軍
政
務
次
官
、
政
治
家
ｌ
吉
田
茂
、
鳩
山
一
郎
等
の

幅
広
い
人
々
が
参
画
し
、
ま
た
設
立
総
会
に
は
浜
口
首
相
の
祝
辞

が
予
定
さ
れ
た
り
、
「
政
治
の
浄
化
」
が
掲
げ
ら
れ
た
り
と
他
の
学

会
の
発
足
と
比
較
し
て
時
の
政
治
的
機
運
を
色
濃
く
反
映
し
た
発

足
で
あ
っ
た
。

②
日
本
民
族
衛
生
協
会
と
し
て
の
運
動

こ
の
よ
う
に
設
立
さ
れ
た
日
本
民
族
衛
生
学
会
は
一
九
三
五
年

に
日
本
民
族
衛
生
協
会
と
改
称
し
、
翌
年
の
第
五
回
学
術
大
会
で

「
日
本
民
族
衛
生
協
会
の
建
議
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本

民
族
衛
生
研
究
機
関
の
設
立
、
断
種
法
の
制
定
、
結
婚
相
談
所
の

設
置
、
民
族
衛
生
学
（
優
生
学
）
思
想
の
普
及
徹
底
、
各
種
社
会
政

策
の
民
族
衛
生
学
的
統
制
の
五
項
目
の
推
進
の
宣
言
で
あ
る
。
そ

の
冒
頭
に
は
「
よ
き
た
れ
を
選
び
々
々
て
教
草
う
ゑ
ひ
ろ
め

な
む
野
に
も
山
に
も
」
と
明
治
天
皇
の
短
歌
を
記
載
し
、
「
日
本

民
族
と
し
て
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
自
覚
」
を
も
っ
て
「
日
本
民
族
の

優
越
性
を
閨
明
し
て
…
…
そ
の
短
所
を
摘
発
し
て
之
を
剪
除
す
る

．
…
．
．
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
建
議
後
協
会
と
し
て
積
極
的
に
優

生
思
想
に
従
っ
た
結
婚
相
談
所
運
動
や
「
断
種
」
を
核
と
し
た
「
国

民
優
生
法
」
の
提
案
な
ど
積
極
的
に
当
時
の
「
富
国
強
兵
」
政
策

に
参
画
し
て
い
っ
た
。

③
戦
争
中
の
協
会
（
学
会
）
学
術
大
会
の
概
略

十
五
年
戦
争
中
の
学
術
大
会
の
概
略
は
表
（
学
会
会
場
で
当
日
配

布
予
定
）
の
如
く
で
あ
る
。
結
成
当
時
の
一
般
研
究
は
発
育
や
身

体
計
測
の
研
究
な
ど
が
み
ら
れ
た
が
次
第
に
遺
伝
、
優
生
関
係
の

論
文
が
多
く
な
り
、
や
が
て
戦
争
の
終
末
近
く
で
は
民
族
力
増
強

と
母
性
問
題
や
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
内
の
民
族
の
研
究
（
混
血
問
題

な
ど
）
報
告
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

④
そ
の
他

尚
、
近
年
の
「
民
族
衛
生
」
誌
上
や
「
学
術
サ
ロ
ン
」
で
「
民

族
衛
生
」
と
い
う
学
会
名
に
つ
い
て
論
議
が
さ
れ
て
い
る
。
科
学

省
の
社
会
的
責
任
と
い
う
立
場
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
論
争
は
当
然

で
あ
る
。
し
か
し
ヨ
民
族
衛
生
」
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

は
、
学
会
の
よ
り
歴
史
的
な
経
過
を
た
ど
っ
た
論
議
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

（
社
団
法
人
石
川
勤
労
者
医
療
協
会
城
北
病
院
）


